
“まち保育”は子どもたちの生活をより豊かにするものです。
私たちは、『まち保育とはまちにあるさまざまな資源を保育に活用し、まちでの出会いをどん
どんつないで関係性を広げていくこと、そして、子どもを囲い込まず、場や機会を開き、身近
な地域社会と一緒になってまちで子どもが育っていく土壌づくりをすること』と定義し、子育て
支援の場においても、家庭生活においても、また地域の活動においても、“まちで育てること
はまちが育つことにつながる”という考え方の普及・啓発と、実践の伴走に努めています。

https://www.facebook.com/machihoikunosusume/
まち保育研究会 代表・三輪律江（横浜市立大学教授）

“まち保育”の提唱を通じた
子育ちをまちづくりと捉える啓発・推進活動

活動エリア：横浜市（主に青葉区、神奈川区、戸塚区、金沢区、港北区）を中心に全国展開

出典：三輪律江・尾木まり他『まち保育のススメ －おさんぽ・多世代交流・地域交流・防災・まちづくり』 2017年5月5日発刊（萌文社）



■活動を始めた背景と経過
研究会代表の三輪律江は、建築・都市計画、ま

ちづくり、環境心理を専門とし、その分野から乳幼
児の子ども達とその世代が集積している場とまちと
の相互関係に注目した調査や実践を行ってきた。
乳幼児期の子どもが地域に見守られながら育っ
ていくためのまちづくりへの挑戦には、多分野にまた
がった処方箋的な手法、その意義や効果について
の議論と、現場との連携・発信・協働が必要と、建
築計画、環境工学、防災計画、保育学、臨床心理
学など分野横断型の研究者や実践者らと共に、
『まち保育のススメ（萌文社、2017）』を出版した。
※第13回こども環境学会賞（論文・著作賞）受賞。
第1版2000部発行。その後第2版500部、
第3版500部増刷。

出版にあたり留意したことは、以下の5点である。

▲理論と実践から成る『まち保育のススメ（萌文社、2017）』構成と特徴

①多分野の現場や教育機関などで取り上げてもら
えるべく、学際的な研究者と実践者でまとめる。

②エビデンスに基づく学術書でもある。
③誰でも理解でき親しみやすいつくりにする。
④「あ、やってみよう、やれるかも！」と、すぐトライ
できそうなノウハウを込める。

⑤出版がゴールでなくスタートとなるように、
社会に発信しつづける媒体となる。

▲活動・出版に関する雑誌・新聞記事の一例

研究会では、出版を機に学術的エビデンスととも
に「まち保育」の概念を広く伝えるべく、多様な分野
からのオファーに応え、講演や研修だけでなく、現
場への伴走支援の協働事業等を実施している。

▼NPO法人森ノオトと横浜市青葉区役
所との協働事業「フラワーダイアログあ
おば」での、公園愛護活動グループや
一般市民、行政担当者に向けた「まち
保育」実践研修の記事（2019）。
http://morinooto.jp/2019/01/20/
machihoiku



▲本の出版をきっかけに企画・開催された研修や勉強会（抜粋）

■これまでの主な活動実績と今後の展開 （１）多様な分野での講演・研修の実施
講演や研修では、分野を超えて多岐にわたる。子育て支援施策を福祉施策に閉じず、まちづくり施策として
も捉える視点を引き出す活動として注力している。

▲研修や勉強会などで紹介されるまち保育ワークショップのノウハウ例

① ➁ ③

https://citylabtokyo.jp/2019/06/25/190713jsurpxclt-machihoiku-2/

https://www.purekyo.or.jp/about/Jo
urnal_JPA/data/jpa_vol.46-260.pdf



●育てと地域づくりを掛け合わせた「まち保育」の実践を目指す企業
主導型保育施設の開設・運営（加古川市・ＮＰＯ法人シミンズシーズ）

https://kakogawa.keizai.biz/headline/1075/ ▲
▲https://www.kobe-np.co.jp/news/touban/202105/0014373353.shtml

（２）まち保育の視点を伝え、共助力を高めるノウハウ
の提供と現場での伴走 複数のフィールドにおいて、
保育士や子育て支援者、保護者、事業者、行政担当
者などに対して、まちを楽しむ手法やその効果からまち
づくり活動への開眼に向けて様々に支援。

（3）施設整備やまちづくり開発における「まち保育」
視点の導入展開 行政や事業者、施設開設者・運
営者等に対し、まち保育の概念を伝えそれが有効に
実現する場や仕組み構築をサポート。

●2019年度より横浜市神奈川区こども家庭支援課との協働事業『「まち
保育」の観点から取り組む保育・教育施設の共助構築に向けた検討・実
践』を開始。
区内全幼保施設向けに、「まち保育を通した保育・教育施設の地域連
携の在り方勉強会」 と「共助力強化ワークショップ」を研修方式で開催。コ
ロナ禍においては（株)ゼンリンの協力を得て、「まちたんけんキット」を使用
した遠隔研修も工夫して実施している。

▲https://www.townnews.co.jp/0117/2019/10/31/503961.html
https://www.kanaloco.jp/news/social/entry-208076.html▲

●「生まれる前から青少年期までの子どもを育てる世代を中核としな
がら、持続可能で多世代が住みやすい地域」を実現する、まちづくり
開発へのコンセプト支援（横浜市緑区十日市場センター地区 22 街
区） ▼https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/koho-
kocho/press/kenchiku/2020/1105_zissikeikakusyo.files/0003_20201105
.pdf

●2021年度より住友緑化(株) との協働事業『「企業緑地を活用したまち保育
的環境学習の可能性についての実践研究』を開始。
閉ざされた企業緑地のみどり資源を活用した環境学習プログラム化を図り、緑
地のみどり価値見える化と、地域との共生を目指す企業の伴走支援を実施中。
https://www.yokohama-cu.ac.jp/Contributions/research/2021saitaku.htm

また区内の複数の幼保育施設へは
共助力を高めるための伴走支援を実
施している。
なお同課はチーム横浜副市長賞、
三輪は横浜市立大学学長表彰（奨励
賞）を2019年度にW受賞。

▲講座とワークショップの様子


